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コード No. 10403 
 

Anti-Mouse 

c-MPL/TPOR (AMM2) Rat IgG MoAb Biotin 
 

容量 : 50 μg 

 
 
はじめに : c-MPL (Myeloproliferative leukemia protein) や CD110などとも呼ば

れる TPOR (Thrombopoietin receptor) は、血小板を産生する巨核球の分
化・増殖作用を有するトロンボポエチンの受容体です。また TPOR は、造血幹細胞
(赤血球、白血球、巨核球などに分化する骨髄中の幹細胞) の維持への関与も示唆
されています。この受容体はトロンボポエチンが結合することで活性化し、
JAK/STAT などのシグナル経路が刺激されることにより、細胞外部からの信号を
細胞の核へ伝達します。 

  本製品は、ビオチンを標識した抗体です。 
 
免疫抗原 : マウス c-MPLの細胞外ドメインのリコンビナントタンパク質 
起源 : マウス×ラット ハイブリドーマ 
  (P3X63-Ag.8.653 × Wistarラット脾臓細胞) 
クローン名 : AMM2  サブクラス :  IgG1 
精製方法 : Protein Gによる精製 
包装形態 : 1 % BSA, 0.05 % NaN3含有 PBS 1.0 mLに溶解したものを凍結乾燥 
再生方法 : 精製水 1.0 mL添加 (この時濃度は 50 μg/mLとなります) 
 
保存方法及び : 2～8°C保存  5年間安定 
安定性  溶解後 -20°C保存  2年間安定 
 
使用目的及び : ウエスタン・ブロッティング 0.5～2 μg/mL にて使用可能 
使用方法 : 免疫沈降法 0.5～2 μg/testにて使用可能 
 : FACS解析 約 1 μg/mL にて使用可能 
 : 中和活性があります(文献 5参照) 

 ※本製品はアジ化ナトリウム等を含有しておりますので、中和試験にご使用の場合は
別途、特注形態でご用命ください。 

 
特異性 : マウスの c-MPL/TPORと反応します。 
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